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神奈川県印刷工業組合理事長

杉 山 昌 行

平成 27 年新年のご挨拶　　　　　

　新年あけましておめでとうございます。組合
員の皆様並びに関係者の皆様方におかれまして
は、旧年中は組合運営に格別のご支援ご協力を
賜りましたこと厚く御礼申し上げます。また、
昨年夏に開催いたしました全印工連「関東ブ
ロック大会 in 横浜」には、多大なご協力賜わ
りましたこと改めて厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年の年度初めは、消費税増税の影響
が当初予想で夏以降には景気が持ち直すであろ
うとしていましたが、年内においては景気回復
の実感がわかないままの状態ではなかったで
しょうか。直近の動きとしては衆議院総選挙が
行われ与党の勝利となり今後暫くは安定的な政
治が行われ、デフレ脱却や先行き不安解消等の
政策が前へ進んで行くと思われます。
　そのような中で印刷業界としては依然として低
価格化や円安による資材の高騰があります。し
かしながら平成 25 年工業統計速報においては
印刷・同関連業（従業者4人以上の事業所）の
推移として2013 年は 2012 年に比べ事業所数
654 社減でありましたが、出荷額は1事業所
平均 +1,236万円さらに付加価値額は863万円
（4.6％）増と言う数字が発表されております。印
刷関連業においても生き残り続ければ仕事とし

て成り立つという事と考えます。その一部として
全印工連が今進めています①「印刷道実践セミ
ナー」の開催や②印刷産業連携推進事業部の「ソ
リューションプロバイダーへの深化」の啓蒙③経
営・マーケティング事業として「勝ち残り合宿ゼ
ミ」、「マーケット創造（新市場創造）」の研究、
7keys・5Doors のバージョンアップ等々の推進
をしていきます。そしてこのことを踏まえて、組合
事業も業態変革、クロスメディア化に向けて運営
をして行くつもりです。昨年はモデルケースとして
「産業医制度」のスタートをし、企業内での問題
解決に1歩踏み出しました。さらに今後は組合
員企業の皆様にできるだけ平等な事業、セミナー
の内容の一部を SNS を利用し、閲覧出来るよう
にすることで組合員の皆様が時として参加できな
かった内容も一部公開出来ることも行って参りた
いと思います。
　このような難しい時代にお互いの知恵と設備
を共有し合う事。仕事の巾を広げて行く事が組
合運営の１つの考え方であると思い実行してま
いります。是非組合事業に 1社でも多くの参
加をお願いします。
　結びに皆様のご健勝と組合員企業の益々のご
繁栄をご祈念申し上げ新年のご挨拶といたします。

ヤマナカプリントさん（川崎市川崎区）は昭和 55 年創業。
写真は社長の山中幸治さん（左）と息子の典幸さん。
カレンダーの名入れ印刷に特化する、県内でも貴重な印刷会社です。
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　明けましておめでとうございます。

　旧年中は、当連合会に格別のご支援とご協力を賜りましたことを厚くお礼申し上げますとともに、本年

も一層のご指導を賜りますようお願い申し上げます。

　さて、昨年は 17年ぶりに消費税率の引き上げが行われ、上半期は経済の回復が期待されましたが、11

月に発表された 2期連続マイナス GDP の影響もあり、年の終盤を迎えた中、衆議院の解散、総選挙が行

われ、確かな経済回復の足音を聞くことが出来ないままの年越しとなりました。

　このような中、全印工連では、成長戦略の柱である「社会の期待に的確に応え、社会から必要不可欠と

される企業（ソリューション・プロバイダー）への深化」を目指して、事業領域拡大に必要となる新しい

積算体系の研究、男女共同参画社会の形成ならびに優秀な人材確保のための女性活躍推進事業の立案、IT

環境の整備促進による作業効率向上と利益改善を目指した特別ライセンスプログラム事業の推進、そして、

自らの経営姿勢を見直し、地域社会から信用され、地域社会に貢献し得る企業になるための CSR への取

り組みなど、将来に向けた様々な準備を着々と進めてまいりました。

　成長戦略にも記しましたが、私たちは、「Insatsu」が一人ひとりの思いを大切に扱う「当事者のメディ

ア」として、社会を動かす推進役であるという自覚を持ち、誠実に時代の要請に応え、未来を自らの手で

創造して行かなければなりません。また同時に、将来の印刷産業界は、多くの人々の夢と希望を叶える産

業として、私たち印刷産業人にとっても、自信と誇りに満ちた場所でなければなりません。さまざまな「情

報」をこれまで長く養ってきた「技術」と研ぎ澄まされた「感性」で加工し、「社会を彩り、潤す」役割が、

今後はこれまで以上に強く求められることになるでしょう。

　本年も、全印工連におきましては、夢のある未来の業界づくりの実現に向け、全国の印刷工業組合、そ

して組合員企業の１社１社と手を携えながら、力強く着実な歩みを進めて行く所存です。

結びに、2015 年が皆様にとって明るく希望に満ちた素晴らしい一年となりますよう心から祈念いたしま

して、年頭のご挨拶といたします。

会 長

全日本印刷工業組合連合会

島 村 博 之

新 年 の ご 挨 拶
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会 長

神奈川県中小企業団体中央会

森 　 　 洋

年 頭 の ご 挨 拶

　会員並びに関係者の皆様、明けましておめでとうございます。お健やかに平成 27年の新春をお迎えに
なられたことと、心よりお慶び申し上げます。
　さて、昨年は、デフレ脱却、鮮明に景気回復を示す年になると期待されましたが、消費税増税後の景気
の足踏みは予想外に長引き、急浮上した衆議院の解散総選挙、そして消費税再増税の延期が確定的になる
など慌ただしい年の暮れとなりました。
　特に、我々中小企業には、大きく円安に振れることによる原材料価格の高騰を受け、加えて人手不足や
消費税率引き上げによる消費の停滞から、収益確保まで至らず、もたつく景気回復に我慢を強いられた年
ではなかったでしょうか。
　このような中で、現状を打破しようとする多くの中小企業の方々に、本会の県補助事業はもとより、商
業者・サービス業者にまで補助対象を拡大した新たな「ものづくり補助事業」を積極的に活用していただ
きました。
　さて、気分一新、新たな年に期待できることもあります。人口減少により消滅可能性のある自治体が話
題となりましたが、神奈川県は数少ない人口増加県の１つであり、まだまだ新たなビジネス展開の余地が
あることを示しています。また、県内に駅の設置も予定される国家的な大型プロジェクトであるリニア中
央新幹線の工事も、いよいよ着工の運びとなりました。更に国では、「地方創生」を最重要課題に掲げ、
これを実現するため、地域経済を担い、雇用と暮らしを支える中小企業・小規模事業者の重要性が改めて
認識されました。実際、小規模企業振興基本法も成立し、本年は中小企業・小規模事業者を応援するため
の施策が打ち出されます。
　皆様におかれましては、協同の精神の下に今年もご奮闘を賜り、「連携」をキーワードに、経済の好循
環を神奈川県より実現させるため、県や国の中小企業施策を活用しながら、新たな連携づくりや経営革新
及び経営基盤の強化に向けた活動に取り組まれ、この激動する時代を乗り切っていただきますよう衷心よ
り念願するものであります。
　本会としても、中小企業連携組織の専門支援機関として、連携の強みを最大限活用し、中小企業の真価
を存分に発揮していだだけるよう、全力でご支援する所存です。中小企業・小規模事業者の振興と発展に
向けて邁進してまいりますので、皆様には、昨年に変わらぬご支援、ご協力をお願い申し上げ、年頭のご
挨拶といたします。
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27
27 15 （木曜日）
（会場：ホテルプラム横浜）

131 火

　神奈川県印刷関連産業協議会主催の新年賀詞交歓の集いが下記により開催されます。新年のスタート

と皆様の更なるご活躍を祈念しつつ、関係各位の意見交換の場となるため、印刷関連産業を代表する皆

様にご参加頂きたいと思います。

　時節柄ご多忙のことと存じますが、印刷関連業界４団体の合同開催により業界関係者が多数参加する

新年賀詞交歓の集いですので、お一人でも多くの方々のご参加を賜りたくお願い申し上げます。

なお、会場が、今回から変更されていますので、ご留意ください。

○日　時：2015（平成27）年１月15日（木）午後5時30分より受付　6時開宴
○会　場：ホテルプラム横浜
　　　　　横浜市西区北幸２－9－1　　電話045－ 314－ 3111
※お申し込み・お問い合わせは神奈川県印刷関連産業協議会事務局（TEL:045 － 441 － 4223）まで。

　参加団体　　　　　　　　　　　　　　　T E L　　　　　　　　　FAX

　　①神奈川県印刷工業組合	 	 ０４５－４４１－４２２３　　０４５－４５３－２３８３

　　②神奈川県製本工業組合	 	 ０４５－２５２－２５７６　　０４５－２５２－２５８１

　　③ (一社 )日本グラフィックサービス工業会	 ０４５－５１１－５９８２　　０４５－５０５－０３５０

　　④横浜紙友会	 	 	 ０４５－２３１－５６３１　　０４５－２３１－５６４０

印刷関連産業協議会「平成27年新年賀詞交歓の集い」開催のご案内
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　平素は、当組合の運営にあたり、格別のご尽力を賜り厚くお礼申し上げます。
印刷業がこれからさき生き残りをかけ、各社の強みを活かした戦略を立てることが可能となるよう叡智
を結集してまとめられた『印刷道』は、現段階における何よりの指針として、組合員各位におかれては
すでに、今後の経営方針を見定めるにあたり、座右の書としてつとにご活用いただいていることと拝察
いたします。
　この『印刷道』が指し示している方向性・内容につき、現時点におけるより実践的な理解と戦略化の
一助として、『印刷道』策定に中心メンバーとして参画された江森克治副理事長によるセミナーを、下
記により開催いたします。
　お繰り合わせのうえ、積極的に多数ご参加いただきますよう、お願いいたします。

記
　１．日　時　　平成 27年２月５日（木）19：00～ 21：00
　２．会　場　　藤沢商工会館ミナパーク　３階 303 会議室
　　　　　　　　〒 251- 0052　藤沢市藤沢 607- 1　TEL 0466- 27- 8888	　　　　
　　　　　　　　http://www.fujisawa-cci.or.jp/kaikan-gaiyou/kaikangaiyou.html
　３．講　師　　全印工連産業戦略デザイン室	副委員長
　　　　　　　　神奈川県印刷工業組合	副理事長　江森　克治氏
　４．参加費　　無料

　『印刷道』実践セミナー　出欠通知書　〔平成 27年２月５日（木）開催〕

■おそれいりますが、平成 27年１月 22日（木）迄に、

　次の宛先へ、Ｅ－ｍａｉｌ又はＦＡＸにて、出席メ

　ンバーをお知らせください。

　宛先　神奈川県印刷工業組合　事務局

　　　　Ｅ－ｍａｉｌ　　kanagawapia@nifty.com

　　　　ＦＡＸ　　　　　０４５－４５３－２３８３

社 名

参 加 者

１

２

３

 

神奈川県印刷工業組合　組合員の皆様へ

『印刷道』実践セミナーのご案内
経営革新・マーケティング委員会

担当副理事長　上原　健一 ,  委員長　髙橋　里司
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「横浜サンタプロジェクト 2014」
　協力のお礼

　この度は横浜サンタプロジェクトへのプレゼン

トのご協力ありがとうございました。当日パシ

フィコ横浜円形広場には約 650 名の参加者が集

まり、訪問先の施設を含めると約 1,000 名以上

の方に笑顔を届ける活動をすることができまし

た。皆さまのご協力、心から御礼申し上げます。

　当日は市内の児童養護施設など７施設に訪問サ

ンタが訪問しプレゼントを渡したり一緒に音楽や

ゲームなどをして笑顔を届けました。パシフィコ

横浜の円形広場では様々なステージパフォーマン

スやヒーローショーなどが行われました。ブース

企画も好評で沢山の子ども達で賑わっておりまし

た。

会場周辺では清掃サンタによる清掃活動が行われ

約 200 名の清掃サンタが参加しました。特に今

年は中華街とのコラボ企画も実現することができ

中華街の方々に迎えられ一緒に横浜中華街の清掃

活動を行いました。	

　おかげさまで横浜サンタプロジェクトは毎年、

参加者、実行委員会に協力してくださる企業や団

体共に増え規模が大きくなっております。今後も

より一層、地域貢献のイベントとして皆さまのお

役に立てるよう努めてまいりますので引き続きご

協力のほど、宜しくお願いします。最後に改めま

して皆さまのご協力、心から御礼申し上げます。

横浜サンタプロジェクト実行委員会
実行委員長　荒井　由梨（株式会社大川印刷）

12 月６日（土）・パシフィコ横浜広場

パシフィコ横浜円形広場に集合したサンタ達	各企業の方から協賛いただいたプレゼント
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神奈川印刷ニュース  H55mm×W150mm

コダックのCTPプレート製品用の現像液は、弱アルカリ性。 
特別な装置や処置の追加無しに、
コンクリートとしての再利用が可能です。 
現像廃液の処理費用を従来よりも1割程度削減※でき、 
環境対応とコスト削減の両立を実現。 
印刷会社様の環境対策をコダックは支援します。

www.kodak.co.jp

コダック「マテリアル リサイクル」に
ついてのお問い合わせはこちら

TEL 03-5577-1200

CTP現像廃液をコンクリートにリサイクル。
コダックとともに社会貢献しませんか。
̶̶コダック「マテリアル リサイクル」 プロジェクト̶̶

※自社調べ 

パシフィコ横浜円形広場に集合したサンタ達

清掃サンタ　集まったごみの量　もえるごみ　63.8Kg
　ビン・缶　38.1Kg　ペットボトル　10.5Kg

印刷工業組合、野毛印刷社のブースも大盛況でし
た。
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我が社のBCP（事業継続計画）のその後
情報印刷㈱取締役管理部長　藤原　道人

　2012 年 10 月から 13年３月の半年間をかけて危機管理のニュートンコンサルティング㈱による指導の
下、BCP を策定してから早や２年近く経ちました。突然来る天災等の災害からいかに速やかに生産活動を
再開できるかをブレーンストーミングし、自社の東日本大震災時の被害状況や対策等を共有し合う中で中小
企業にふさわしい BCP は何なのか？という視点で策定した我が社なりの BCP 活動の一端をご紹介したいと
思います。
　弊社では BCP 策定前より年一度の消防避難訓練や緊急連絡網等の非常時対策は実施していましたが、緊
急連絡網は部署別ではなく通勤路線別に連絡する形となっていたため実用的ではなく、各部署の責任者を連
絡リーダーとして部署ごとに直接連絡する形に改めました。
　また BCP 策定を機会に社員全員の通勤経路、緊急連絡先を最新のものに改訂すると同時に連絡リーダー
である部門長全員に会社の携帯電話を支給することとし、緊急事態が発生した場合、災害対策本部のメンバー
が 30分以内に会社に車で駆けつけられる態勢も構築できました。
　BCP 策定前は不充分であった災害対策用品であるヘルメット、懐中電灯、非常食の整備は言うまでもなく、
事業存続の最重要物資である印刷用紙を常に 30連社内に備蓄するとともに、多摩川を渡って至近距離にあ
る仕入問屋さんにも一定量の緊急備蓄をお願いする態勢も取りました。
　社用車についても災害時の燃料不足に備えるため、車輌の入れ替えや新規購入の際には極力燃費の良い軽
自動車やハイブリッド車に切り替え中でもあります。
　大災害時の事業継続に備えるために企業としてやることは無限にあり、出来うる限りの備えを常に念頭に
置いて日々の事業を営んでいくという考え方のきっかけを与えて下さった神奈川県中小企業団体中央会組織
支援部組織運営支援チームの皆様にこの紙面をお借りして厚く御礼を申し上げます。

いまあらためてBCPを !
危機管理対策特別委員会　委員長　山下　利治

　BCP が、不測の事態から会社を守り、不測の事態への備えによる信用力を向上させ、ひいては、BCP 策
定を通じた経営見直しによる体質強化につなげながら組織全体での企業力強化を図るところまでの射程を
持っているものだとするなら、あればいいなというような守りのツールではなく、会社の経営戦略としてど
こまでどうやるかという問題に取り組む必要不可欠な攻めのツールだといわなければなりません。	
　当委員会では、今号から４社の先行取り組みのレポートを連載いたします。必要ならさらに詳しく随時セ
ミナー形式での深化の機会も検討したいと思います。ぜひご一読ください。
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教科書の電子化に対する比較考察について①
全日本印刷工業組合連合会

　近年、小説、実用書、文芸書、写真集、雑誌など電子書籍化が進む中で、指導者用教材の電子化についても一
部の自治体に動きがありますが、私ども印刷業界としては、電子化には適するモノと適さないモノがあり、教科
書（学習者用教材、以下「教科書」と表現します）は電子化に適さないと考えます。
　電子書籍は拡散のメディアという性質を内包し、紙の書籍は集中のメディアと言われています。ある電子書籍
を例に取ると、本文中の至る所にハイパーリンクが張られ、リンク先からリンク先へと、情報は無限のように次々
と広がりますが、情報が次々に移動するため、読み手は最初の文中が何であったか、という点において集中でき
ずに気が散るということです。一方、紙の書籍は、「いかに読み手に本文に集中してもらうか」という点に最も
腐心して作られます。長めの解説を付す場合でも本文中にカッコ書きで混ぜ込むか章末や巻末にまとめて付すか、
適切な書体や用紙を選択して読みやすく美しくなるような組版を行い、校正校閲され、デザインや装丁を施し、
印刷・製本されて最終的に「書籍」となります。
　生徒や学生の教材となる教科書が拡散メディアでは学力低下が懸念され、心体に影響するとも考えられるため、
今後数回に分け紙の書籍と電子書籍の教科書（学習者用教材）を比較考察して行きます。
○人間の記憶の仕方
　文字でも画像でも情報として視覚から脳内に入った場合、情報処理過程を経て記憶装置に格納されることにな
るが、その記憶装置には「短期記憶装置」と「長期記憶装置」があるとされる。「紙の書籍の場合には記憶を妨
げる要素がなく、安定的に深く記憶装置に入っていくと考えられ、それまでに蓄えられた知識を新しい知識が入
れ替わりながら長期記憶装置に定着させ、人間の新たな知識となり、知性の向上に寄与することになる。電子書
籍の場合には、紙の書籍にはない違和感が記憶を阻害し、短期記憶装置に留まってしまい、長期記憶装置に移行
しにくい。結論的には、電子書籍は取りあえず情報を読み取るので一時的な情報の検索や娯楽および格別の目的
を持たない読書には役立つが、知識が長期記憶装置には定着しにくいので、人間の知的な向上への寄与という面
では紙の書籍が今後も優位性を持ち続けるだろう。

（東京大学名誉教授　尾鍋史彦、http://www.ricoh.co.jp/mfp/media）
○子供にとっての読書環境
　子供にとって読書の環境は大切だが、その点で懸念されるのが書籍の電子化である。親のパソコンの中から電
子書籍を探し、片っ端からクリックしなければならない。それでは「環境」とは言えない。手に取ってパラパラ
とめくり、「これは読めそうだ」などと思う。そういうことが手軽にできるのが「環境」である。また、内容が
軽い本と重い本では、本の装丁の風合いから違ってくるし、学術書や専門書と週刊誌的な本では、持った時の感
触から紙質まで全部違う。電子化されたらそうした違いもなくなってしまう。すべての本が電子書籍に置き換わ
り、家庭から本棚が消えてしまったら、子供が自分の読む本を選びにくくなるだけでなく、読書本来の効用を十
分に享受できなくなる。

（東京大学大学院教授　酒井邦嘉氏、mhtml:http://mind.c.u-tokyo.ac.jp）
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■全印工連　印刷文化典京都大会
「印刷道」の具現化へ

全国から 950 名が参集、印刷産業の力強さ示す

　「2014 全日本印刷文化典京都大会」（全日本

印刷工業組合連合会・近畿地区印刷協議会・京

都府印刷工業組合主催）が、10 月 24 日・25

日に京都市のウェスティン都ホテル京都で開催

され、全国組合員のほか来賓、関連業者を含め

950 名が参加した。

　24 日の記念式典には、安倍首相はじめ政界

から多数の祝辞・祝電も届き、自民党中小印刷

産業振興議員連盟の発足など、近年のロビー活

動の成果も表れ、中小印刷産業の力強さを示す

場となった。また、斬新で独創性ある新しい販

促の企画・アイデアを発表する併催イベント「販

促アイデアグランプリ 2014」が催され、入口

の大鳥居から大ホールへと続く「販促横丁」と

名付けた通路に、全国各地の組合員企業 40社・

団体が出展した。

　翌 25日には、経営品質と CSR をテーマとし

た「全印工連フォーラム」を開催。コトづくり

による市場創出の重要性を確認するとともに、

女性活躍など直近の事業テーマも取り上げ、企

業の持続可能性について見識を深めた。

　記念式典では、近畿地区印刷協議会の水落充

会長が開会宣言。国歌斉唱に続けて開催工組を

代表して瀧本正明京印工組理事長が次のように

歓迎あいさつを述べた。

　「昭和 49年以来、40年ぶりに京都の地でみ

なさまを迎えることができたことをまず感謝し

たい。今大会では、全国の印刷産業人が直面す

る課題を真摯に受け止め議論することで、情報

産業の核を担う印刷人として、また情報コミュ

ニケーションに関わるあらゆるニーズに応える

ソリューション・プロバイダーの一員として、

印刷産業の未来に向けた新しい展望を示すこと

ができると確信している。これからの印刷会社

は、自分たちで仕事を創る『コトづくり』をし

なければ勝ち残る企業になれない。参加者のみ

なさまが顧客の要望に幅広く応えるためのビジ

ネスヒントをつかみ、夢と希望の持てる業界づ

くりを目指していく場となることを期待してい

る」
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　続いて式辞を述べた島村博之全印工連会長

は、組合員の減少に伴う賦課金収入の落ち込み

が組織運営の課題となるなか、各委員会で予算

管理、収益事業の創出に取り組んだことで、今

年度の事業費は前年比 4000 万円増を確保でき

たことを報告。「企業規模の平均が従業員数 21

名とされる全印工連組合員にとって、組合から

の情報発信で得られるメリットは大きく、しっ

かりと各事業の予算を確保し、やる気のある会

社に役立つ組織となることが重要だと考える。

ただし、どのようにすれば関連業者の加入を促

進できるのか、というテーマも引き続き執行部

が取り組むべき重要な課題であると認識してい

る。今後とも組織運営にあたりみなさまの協力

をお願いしたい」と呼びかけた。

　来賓祝辞は、経済産業省近畿経済産業局の関

総一郎局長、京都市の塚本稔副市長が述べた。

組合員表彰では、印刷産業発達功労者顕彰で岡

部康彦（北陽ビジネスフォーム会長、全印工連

参与、北印工組合顧問）、森永伸博（伸正社社長、

全印工連参与、東印工組参与理事）の 2氏を、

印刷関連産業功労者顕彰では、アドビ特別ライ

センスプログラムで協力関係にあるアドビシス

テムズを表彰。このほか、組合功労者顕彰（77

名）、優良従業員表彰（98名）を行い、受賞者

を代表して岡部氏が謝辞を述べた。

　「印刷文化典宣言」を読み上げたのは京印工

組青年部・京都青年印刷人月曜会の福野信吾会

長。時代を彩る印刷文化を次代に継承発展させ

るべく、全印工連の提唱する『印刷道～ソリュー

ション・プロバイダーへの深化』の具現化と自

らのアイデンティティの再定義、そして企業社

会的責任のまっとうを高らかに宣言し、全会一

致でこれを採択した。

　このあと、全印工連メッセージで島村会長が

改めて登壇し、昨年度実施した印刷産業経営動

向実態調査の結果から、企業規模や利益率で見

た中小印刷業界の向かう方向性に言及。加えて、

今年度新設した女性活躍推進室のメンバーを壇

上に招き、印刷と社会のつながりについても組

合事業として一層重視していく旨を明らかにし

た。

　記念講演、記念パーティ、翌日の全印工連

フォーラムを経て、大会は盛況のうちに幕を

閉じた。次回開催は福島県印工組の担当で、

2016 年 10 月 21 日・22 日に福島県郡山市・

ホテルハマツを予定している。

出典：印刷新報
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訃
報

謹んでお悔やみ申し上げます。

川崎支部　　松村義一　９０歳　平成２６年１０月２６日　㈱東洋社長のご尊父

（神奈川県印刷工業組合　参与）

組
合
員
の
動
き

１１月　７日　　印産協　平成２６年度異業種交流研修会　秋のパワーアップセミナー　　　　　ヨコハマ・ジャスト
　　　　　　　　　講師　日本セキュリティ・マネジメント学会常任理事　萩原栄幸氏
　　　　　　　　　講師　スターティア・ラボ㈱	 　
１１月１３日　　三役会	 組合事務所
１１月１８日　　印産協　理事会	 組合事務所
１１月２０日　　理事会	 ヨコハマ・ジャスト
１２月　６日　　横浜サンタプロジェクト２０１４	 パシフィコ横浜円形広場
１２月１１日　　常務理事会	 組合事務所
１２月２６日　　仕事納め

平成27年１月1５日現在　203社

脱 退 湘北支部	 ㈱梅津印刷社　　　
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ヨコのカギ	
１．「寒イボ」ともいいます。
４．考えすぎ、です。
７．ローカル・エリア・ネット

ワーク…略して？
８．○○○○○息災：健康な人

より長生きできるかも…。
10．荒野をひらきます。
12．ぬかに○○：のれんに腕押

し、ともいいます。
13．今年は大荒れだった？
15．わがままで勝手な子。
17．白銀の○○○○…ゲレンデ

で会えるかも。
20．70 歳。
21．うしろ○○をさされる：陰

口を言われる。
22．友を呼ぶ？
24．「あぶらがみ」と読んでも

かまいません。
26．「去る者は日日に○○○」。
27．精神的外傷。

　　　　　　の 5文字で、言葉を作ろう！

■応募方法締切

下記解答欄５マス及び社名、氏名、連絡先 TEL を記入の上、このページを 2015 年 1月末日までに神奈川
県印刷工業組合		事務局へFAX045-453-2383にてお送り下さい。　（期日を過ぎると抽選対象外となります）
正解者の中から抽選で 10名様に粗品を進呈いたします。当選者の発表は、景品の発送をもってかえさせて
頂きます。

頭の体操 ☆柔軟発想へ Go!!

解 答 欄 □□□□□
社　　　名

氏　　　名

連絡先 TEL

ヒント：大抵は二段です

タテのカギ	
１．飲み過ぎると○○になる？
２．海辺。
３．「すずしろ」ともいいます。
４．ペニシリンは、青○○の分

泌物からとられました。
５．○○○髪：黒く、つやのあ

る髪のこと。
６．まだ犯人と決まったわけで

はありません。
９．ただ謝るだけではなくて、

わけをきちんと述べます。
11．「ここまでで終わる」とい

う意味で、文章の末に書き
ます。

13．○○○○○眼：野球の打者
に要求されます。

14．○○○株：解禁されると、
相場操縦やインサイダー取
引のおそれも…。

16．青かった…と言ったのはガ
ガーリンです。

18．眠っている間に、代わって
仕事をしてくれる？

19．「衣食足りて礼節を○○」。
23．おもわく。
25．○○模様…囚人服などに。



〈引受保険会社〉
■募集代理店（アフラックは代理店制度を採用しております）

〒163-0456  新宿区西新宿2-1-1 
新宿三井ビル19F
Tel.03-3344-2894  Fax.03-3344-0691

東京第一法人営業部

◎商品の詳細はパンフレット（契約概要）をご覧ください。

AF広宣課-2013-0075-1407512 8月9日

H-14-07-512

Size:H109×W148mm

〒220-0004  横浜市西区北幸1丁目7-6 日土地横浜西口第一ビル8階

（株）トータル保険サービス横浜支社
0120-33-6684 0120-30-7160
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